
  

【ツアー行程】マイクロバスによる移動となります        

 受付（8:00～8:30）⇒ 開講式・オリエンテーション ⇒ 真室川町立歴史民俗資料館⇒ 

 森林トロッコ体験乗車  ⇒  山の神祠見学  ⇒  昼食（収穫祭見学・各自昼食）⇒ 

 うす削り＆削り華アート体験  ⇒ チェーンソーアート見学 ⇒ 庄司製材所工場見学⇒ 

 閉講式（16：30 終了予定） 
  ※雨天決行の予定ですが、天候や所有者の都合等によりコース変更や中止となる場合もあります。ご了承ください。 
  ※昼食は「収穫祭」会場等での飲食となりますが、お弁当持参も可能です。 
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【スタディツアーについて】 

 真室川町のスタディツアーにご参加いただき、誠にあり

がとうございます。 

真室川町にはたくさんの宝物がありますが、地域の方々

からは「真室川町には何もない」との声がしばしば聞かれ

ます。子ども達は学校での「ふるさと学習」により、地域

の宝物を多く学んでいます。しかし、その親・祖父母世代

である大人は、真室川の本当の宝物や魅力を知らないまま

に生活している方が、案外いらっしゃるのではないでしょ

うか。そのようなことから、今回、改めて地域の宝を再発

見する社会科見学を企画しました。子ども達と一緒に大人

も町の良さを見つめなおすことで、「真室川町にはいいと

ころがたくさんある」と自信を持って言える方が増えるこ

とを期待しています。 
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○面積：374.22k ㎡（約 87％が森林） 

○人口：7,578 人 

○世帯数：2,700 世帯 

○町の木：梅の木 

○町の花：梅の花 

○町の鳥：ウグイス 

○町の昆虫：ハッチョウトンボ 

○町の魚：ハナカジカ 

○町の音頭：真室川音頭 

②森林トロッコ（梅里苑） 

山形県の内陸最北部に位置

し、北側は秋田県に接してい

る。約８７％が森林の中山間

地域であるため、古くから林

業、農業が盛んである。また、

各地区には伝統文化が数多く

継承されており、番楽、囃子、

わらべ唄のほか、伝承野菜な

ども引き継がれている。 

③山の神祠（新田平岡） 

④栗田広行氏工房（春木） 

⑤株式会社庄司製材所（大滝） 

①中央公民館 
歴史民俗資料館 

（令和元年９月末現在） 
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山の神信仰（①真室川町歴史民俗資料館・③新田平岡山の神祠） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真室川町には、春先に山の神の勧進と呼ばれる山の神を祀る習俗が残されて

いる。その代表的な行事が「山の神の勧進」である。勧進とは、その集落の

概ね中学生未満の男子たちが御神像を持って集落内の各家をまわり、山の神

へのお供え物を集めながら各家を祀る行事。その際の唱え言葉や作法は各地

区や年代によっても異なり、独特のものとなっている。また農家では、春に

なると山の神が、山から降りてきて田の神となり、秋には再び山に戻るとい

われており、雪中田植えや、お日待ちなども行われている。 

【メモ】 
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窓鋸と中屋吉蔵（①歴史民俗資料館） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山形市に生まれた初代中屋吉蔵（本名：渡辺吉蔵）は、天童市の鋸鍛冶、

四代目中屋九兵衛のもとで１０年間修業。その後、九兵衛の娘よしと結婚、

長男吉太郎を授かるも、各地を転々とする生活だった。吉太郎１１歳の時に

真室川町及位に移住し、１６年目の大正１０年。地元の山子や木挽といった

職人らの話しから欧米で流行していた「窓鋸」の実用化に成功。以降、三代

にわたって窓鋸を作り続け、最盛期は常時３０人の職人が昼夜を問わず製造

しても間に合わないほどの需要があり、「中屋」ブランドの鋸でないと売れ

ないので工場の名前を「中屋」に変える工場まで現れるほどだった。 

【メモ】 
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森林トロッコ体験乗車（③まむろがわ温泉梅里苑）経産省近代化産業遺産 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森林鉄道トロッコ列車は昭和 13 年から同 37 年までの間、奥羽線釜淵駅

を起点として真室川町小又、大池、高坂地区を通り大川入りまで、途中 3

箇所のトンネル総延長380メートルを通りぬけ全延長28キロメートルの区

間を運行していた。トロッコ 6 両と客車 1 両をけん引し、1 日 1 往復国有

林から伐採したブナ材等の運搬用として活躍。現在のトロッコは、同型機と

して秋田営林局から譲り受けたもの。動態保存されているトロッコは全国的

にも珍しく、平成 21 年 2 月 23 日、経済産業省より「地域活性化に役立つ

近代化産業遺産｣として認定された。 

【メモ】 
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山の恵みのお話（①中央公民館・大収穫祭会場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真室川町は山の恵みの宝庫。特に春の山菜、夏秋のきのこは季節を知らせ

てくれる旬の食材として、珍重されてきました。特に原木なめこは真室川町

が発祥の地といっても過言ではない。及位地区で商店を営む有限会社佐藤商

店の先々代佐藤儀三郎氏が、同じく及位地区の菅原官兵衛氏とともになめこ

の人工栽培と種駒の開発に尽力。「真室川の原木なめこ」は全国有数の産地

として知られることになる。 

今回は、テレビや各種メディアにも出演され、大工の棟梁にして、ミツバ

チ使い（養蜂家）、そして、きのこ取りの名人である真室川きのこ本舗 三

宅清一氏から、「山の恵み」についてお話しいただきます。 

【メモ】 
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⑤昼食（真室川町大収穫祭） 
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うす削り－職人技見学＆削り華アート体験（①中央公民館） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大工職人がその技量を競う大会の一つ「削ろう会」。鉋を用いて木材を如何

に薄く削ることができるかを競います。今回は平成 28 年度に県内外から約

80 人が参加した「ミニ削ろう会金山大会」で見事優勝した町内の茂木技建 

茂木雄一氏から、デモンストレーションを行っていただきます。職人の技を

じっくりとご覧ください。その後、その削りくずである「削り華」を使用し

たフラワーアートを茂木雄一氏の妻である茂木美智子氏の指導で体験しま

す。目にも美しく、木の香りも楽しめる、フラワーアート。今回はお土産と

してお持ち帰りいただきます。 

【メモ】 

 

 

 

 

茂木雄一プロフィール 

昭和 55 年生まれの 39 歳。県立新庄

工業高校インテリア科卒業後、新庄マ

イスターカレッジ木造建築科に進み家

業である大工の世界に入る。平成 15 年

釜渕山神社本殿の修復工事を施工。平

成 28 年ミニ削ろう会金山大会で優勝。

1 級技能士、2 級建築施工管理技士。 
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チェーンソーアートデモ（④栗田広行氏工房 春木） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テレビ東京系「TV チャンピオン極」など、テレビでも活躍している真室

川町出身のチェーンソーアーティスト栗田広行氏のデモンストレーション

をご覧いただきます。2005 年にチェーンソーアートの世界に飛び込んだ栗

田氏は、翌年には第 3 回チェンソーアート岡山大会ビギナーズクラスで優

勝。その後も東北大会三連覇や、全国大会であるチェンソーアート競技大会

ｉｎ東栄で 2008 年、2011 年に優勝するなど様々な大会で素晴らしい成績

をあげ、全国的に活躍しています。その作品はチェーンソーアートに留まら

ず、美術工芸品として作り上げられ、美術展覧会でも多数の受賞歴がありま

す。 

【メモ】 
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最新製材工場見学 ⑤株式会社庄司製材所（大滝） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北でも有数の規模を誇る株式会社庄司製材所。「なるべく地元の長男を

雇用して地域を守る。兼業農家の仕事もできるように午後 5 時で仕事を終え

られるようにする。」など地域性を考慮し、働きやすい環境を社員に提供し

ながらも、最新の製材機械を次々と導入し、生産性の向上も図っている。販

売面では、ドライブスルー方式の木材小売店を作るなど買い手の立場に立っ

た販売戦略を展開している。製造工程で発生する端材やバークは大型バイオ

マスボイラーで燃焼させ、この熱源を地域で利活用する研究を行っている。 

コスト管理の厳しいこの業界で、社員の雇用を守りながら会社を発展させ

てきた庄司和敏社長に、最新の製材業について伺います。 

【メモ】 
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【タイムテーブル】 

時刻 内容 摘要 所要時間 

8:00 受付開始  30分 

8:30 開講式とオリエンテーション 中央公民館研修室 30分 

9:00 山の神信仰 P3、鋸屋中谷吉蔵 P4 
歴史民俗資料館 

説明者：梁瀬館長 
60分 

10:00 バス移動（資料館⇒梅里苑）  15分 

10:15 森林トロッコ体験乗車 P5 
まむろがわ温泉梅里苑 

説明者：梁瀬館長 
45分 

11:00 トイレ休憩 記念撮影 15分 

11:15 バス移動（梅里苑⇒新田平岡）  10分 

11:25 山の神祠見学 P3 
新田平岡山の神祠 

説明者：梁瀬館長 
10分 

11:35 バス移動（新田平岡⇒中央公民館）  10分 

11:45 特用林産物の紹介 P6 
中央公民館研修室 

説明者：三宅清一 
15分 

12:00 昼食 収穫祭会場散策 P9-10  60分 

13:00 うす削り＆けずり華アート体験 P11 
中央公民館研修室 

説明者：茂木技建 
60分 

14:00 バス移動（中央公民館⇒春木）  20分 

14:20 チェーンソーアートデモ P12 
春木 栗田広行氏工房 

説明者：栗田広行氏 
45分 

15:05 バス移動（春木⇒釜渕）  5分 

15:10 庄司製材所見学（釜渕工場⇒大滝工場）P13 説明者：庄司和敏氏 50分 

16:00 バス移動（大滝⇒中央公民館）  20分 

16:20 閉講式 修了証授与 ｱﾝｹｰﾄ記入 10分 

16:30 解散  10分 

 


